
監

　
　事

　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｇ
Ｃ
株
式
会
社
　
関
西
工
場
尼
崎
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
工
場
長
　
亀
　
苔
　
泰
　
夫

中
支
部
長

　
　
　
　
　
　
岩
谷
瓦
斯
株
式
会
社
　
尼
崎
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
長
　
市
　
岡
　
耕
　
次

東
支
部
長

　
　
　
　
　
　
富
士
フ
イ
ル
ム
和
光
純
薬
株
式
会
社
　
大
阪
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
工
場
長
　
柿
　
沢
　
政
　
彦

西
支
部
長

　
　
　
　
　
　
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
株
式
会
社
　
尼
崎
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼
崎
工
場
長
　
稲
　
葉
　
公
　
典

北
支
部
長

　
　
　
　
　
　
神
東
塗
料
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼
崎
工
場
長
　
中
　
坊
　
貴
　
政

　
２
０
２
２
秋
の
号
発
行
以
降
、
新
た
に
入
会
さ
れ

た
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

中
支
部

　
・
株
式
会
社
コ
ノ
ミ
ヤ
　
尼
崎
店

北
支
部

　
・
株
式
会
社
Ｐ
Ｆ

　
・
株
式
会
社
朝
日
工
業

令
和
４
年
度

新
入
会
員
紹
介

令
和
５
年
度

新
役
員
紹
介

　
令
和
５
年
６
月
５
日
、
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
尼
崎
市
防
火
協
会
の
理
事
会
及
び

総
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
令
和
５
年
度
の
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

会

　
　長

　
　
　
　
　
　
神
鋼
鋼
線
工
業
株
式
会
社
　
尼
崎
事
業
所
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役
員
尼
崎
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神
　
保
　
鉄
　
男

副
会
長
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友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
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式
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尼
崎
工
場
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務
執
行
役
員
尼
崎
工
場
長
　
文
　
田
　
雅
　
哉

副
会
長

　
　
　
　
　
　
日
本
製
鉄
株
式
会
社
　
瀬
戸
内
製
鉄
所

　
　
　
　
　
　
阪
神
地
区
（
神
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
神
総
務
室
　
濱
　
仲
　
　
　
誠

危
険
物
安
全
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
日
油
株
式
会
社
　
尼
崎
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
長
　
荊
　
尾
　
康
　
浩

監

　
　事

　
　
　
　
　
　
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
Ｃ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
長
　
廣
　
門
　
典
　
昭

※令和５年度の理事会・総会
　で配布した冊子です。

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
事
業
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

○
推
進
実
施
事
業

１
　
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

２
　
地
域
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の
参

画
促
進

３
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
調
査
研
究
の
推
進

４
　
火
災
予
防
事
業

　
⑴
　
消
防
情
報
の
提
供

　
⑵
　
各
種
研
修
会
等
の
実
施

　
⑶
　
防
火
広
報
用
資
機
材
の
活
用

　
⑷
　
火
災
予
防
運
動
の
推
進

５
　
消
防
活
動
事
業

　
消
防
諸
行
事

６
　
危
険
物
の
安
全
普
及
啓
発
事
業

７
　
表
　
彰

⑴
　
令
和
４
年
度
安
全
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰

⑵
　
令
和
４
年
度
安
全
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰

⑶
　
令
和
４
年
度
兵
庫
県
危
険
物
安

全
・
安
心
大
会

⑷
　
令
和
５
年
尼
崎
市
消
防
出
初
式

（
令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
））

８
　
会
　
議

⑴
　
理
事
会
・
総
会
（
令
和
４
年
６

月
29
日
（
水
）
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
）

　
⑵
　
役
員
会

ア
　
第
１
回
（
令
和
４
年
６
月
29

日
（
水
）
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
）

イ
　
第
２
回
（
令
和
４
年
10
月
12

日
（
水
）W
eb

会
議
に
て
開
催
）

ウ
　
第
３
回
（
令
和
５
年
４
月
25

日
（
火
）
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
）

９
　
支
部
活
動

※

令
和
４
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事

業
報
告
及
び
令
和
５
年
度
尼
崎
市
防

火
協
会
事
業
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
の
冊
子
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度

　
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
報
告

令
和
４
年
度

　
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
報
告

○
基
本
方
針

　
近
年
、
住
民
の
安
全
安
心
を
脅
か
す

特
殊
な
災
害
や
地
震
・
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
は
激
甚
化
・
頻
発
化
し
、
全
国

各
地
で
多
く
の
人
命
と
財
産
が
失
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

対
策
な
ど
、
地
域
住
民
の
防
火
防
災
へ

の
関
心
は
一
段
と
高
ま
り
を
み
せ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
関
係
団
体
に
寄
せ
ら
れ

る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会
員
事
業

所
は
防
火
防
災
管
理
体
制
や
危
機
管
理

体
制
の
強
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
災

害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
者
・
消
防
関

係
機
関
・
住
民
が
一
体
と
な
り
、
地
域

防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
本
会
は
、
昭
和
22
年
４
月
に
一
般
工

場
を
中
心
と
し
た
65
事
業
所
の
参
加
の

も
と
発
足
し
、
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
引
き
続
き
会
員
事
業
所
の
安
全

と
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
以
下
の
事

業
を
推
進
す
る
。

○
推
進
事
業

１
　
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

２
　
地
域
救
命
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
画
促
進

３
　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
調
査
研
究
の
推
進

４
　
火
災
予
防
事
業

　
⑴
　
消
防
情
報
の
提
供

　
⑵
　
各
種
研
修
会
等
の
実
施

　
⑶
　
防
火
広
報
用
資
機
材
の
活
用

　
⑷
　
火
災
予
防
運
動
の
推
進

　
⑸
　
自
主
防
災
組
織
へ
の
協
力

５
　
消
防
活
動
事
業

　
⑴
　
自
衛
消
防
隊
の
充
実
強
化

　
⑵
　
消
防
活
動
体
制
強
化
へ
の
協
力

　
⑶
　
消
防
諸
行
事

６
　
危
険
物
の
安
全
普
及
啓
発
事
業

７
　
表
　
彰

８
　
会
　
議

９
　
支
部
活
動

　
⑴
　
基
礎
防
火
講
習

　
⑵
　
危
険
物
取
扱
者
養
成
補
完
講
習

　
⑶
　
自
衛
消
防
隊
消
防
操
法
大
会

　
⑷
　
自
衛
消
防
隊
員
研
修

　
⑸
　
各
種
災
害
対
策
研
修

　
⑹
　
危
険
物
安
全
取
扱
研
修

　
⑺
　
支
部
報
等
の
発
行
、
防
火
標
語

⑻
　
優
良
防
火
施
設
、
防
火
対
象
物

等
の
見
学
会

⑼
　
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

　
⑽
　
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

　
⑾
　
そ
の
他
防
火
防
災
行
事

令
和
５
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
計
画

令
和
５
年
度
尼
崎
市
防
火
協
会
事
業
計
画
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工
場
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中
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政
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０
２
２
秋
の
号
発
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以
降
、
新
た
に
入
会
さ
れ

た
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

中
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Ｆ
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介
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介
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小
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セ
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お
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て
、
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市
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会
の
理
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会
及
び

総
会
が
開
催
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れ
、
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の
方
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が
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和
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度
の
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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線
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業
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友
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役
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崎
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式
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社
　
瀬
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室
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誠
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安
全
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会
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長

　
　
　
　
　
　
日
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社
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崎
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
長
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尾
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式
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Ｃ
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ー
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門
　
典
　
昭

7



令和5年1月8日（日）尼崎市立中央中学校令和5年1月8日（日）尼崎市立中央中学校

防火協会長表彰：日鉄ステンレス鋼管株式会社　尼崎工場防火協会長表彰：日鉄ステンレス鋼管株式会社　尼崎工場

令和５年尼崎市消防出初式令和５年尼崎市消防出初式

　
第
２
部
の
式
典
で
は
、
一
般
消

防
協
力
団
体
（
者
）
と
し
て
消
防

長
よ
り
４
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
優
良
消
防
推
進
団

体
（
者
）
と
し
て
防
火
協
会
長
が

１
名
と
３
事
業
所
に
表
彰
し
ま
し

た
。（※

詳
細
は
別
添
冊
子
３
頁

の
と
お
り
）

⑷　【小型動力・自動車ポンプ操法】
　　https://youtu.be/4Yeq40ekrJg

令和４年度支部活動の記録

7月19日　自衛消防隊隊員養成講習会
9月 9日　優良防火施設見学会(web開催)
10月13日　中支部消防担当者会優良消防担当者等表彰式
10月28日　

危険物取扱者養成補完講習（第２回）
　　〜　　

（YouTube配信）
11月26日
11月 9日　支部報「なかしぶ」発行
11月25日　危険物取扱者等実務研修会
2月12日　中支部消防担当者会特別講演会（web開催）
2月17日　

危険物取扱者養成補完講習（第３回）
　　〜　　

（YouTube配信）
3月 5日
2月21日　基礎防火講習

7月28日　自衛消防隊救護班育成研修会
10月 8日　東支部消防担当者会優良消防担当者等表彰式
10月28日　

危険物取扱者養成補完講習（第２回）
　　〜　　

（YouTube配信）
11月26日
11月25日　危険物取扱者等実務研修会
12月12日　支部報「支部ニュース」発行
2月 8日　自衛消防隊研修会
2月17日　

危険物取扱者養成補完講習（第３回）
　　〜　　

（YouTube配信）
3月 5日
2月21日　基礎防火講習

7月14日　自衛消防隊員研修会
8月 1日　防火標語の募集
10月28日　

危険物取扱者養成補完講習（第２回）
　　〜　　

（YouTube配信）
11月26日
11月25日　危険物取扱者等実務研修会
12月20日　支部報の発行
2月17日　

危険物取扱者養成補完講習（第３回）
　　〜　　

（YouTube配信）
3月 5日
2月21日　基礎防火講習

10月28日　
危険物取扱者養成補完講習（第２回）

　　〜　　
（YouTube配信）

11月26日
11月25日　危険物取扱者等実務研修会
12月 7日　優良防火施設見学会
12月21日　支部報・会報№６１　発行
2月 3日　尼崎北自衛消防連絡協議会出初式
2月17日　

危険物取扱者養成補完講習（第３回）
　　〜　　

（YouTube配信）
3月 5日
2月21日　基礎防火講習

令和４年度（第５7回）令和４年度（第５7回）
自衛消防隊消防操法大会　　　　自衛消防隊消防操法大会

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、諸般の事情を考慮し、自衛消防

隊消防操法大会を中止致しました。

　しかしながら、コロナ禍においても自衛消防隊の役割は不変であり、有事の際には第一線で事業所

の人命、財産を守らなければなりません。自衛消防隊員の知識と技術の向上を図るため、同大会の各

種操法に係る要領等をまとめた動画については、尼崎市防火協会You Tube チャンネルに配信してお

りますので、是非ご視聴いただき、自衛消防隊の育成に活用してください。

⑴　【消火器操法】
　　https://youtu.be/W5jAW2TRdto

⑵  【屋内消火栓操法】
　　https://youtu.be/OJFR8L0Jtd4

⑶　【屋外消火栓操法】
　　https://youtu.be/L1dBjJglWis

QRコードを読み取っていただき、
ご視聴いただけます。

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝

｝
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令和5年1月8日（日）尼崎市立中央中学校令和5年1月8日（日）尼崎市立中央中学校

防火協会長表彰：日鉄ステンレス鋼管株式会社　尼崎工場防火協会長表彰：日鉄ステンレス鋼管株式会社　尼崎工場

令和５年尼崎市消防出初式令和５年尼崎市消防出初式
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団
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防
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ま
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団
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３
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　　〜　　

（YouTube配信）
3月 5日
2月21日　基礎防火講習

10月28日　
危険物取扱者養成補完講習（第２回）
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ケ
ー
シ
ョ
ン
の
節
々
に
も
現
れ
て
い
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
運
営
を
進
め
て
い

く
中
で
、
厳
し
い
お
言
葉
を
頂
戴
す
る

事
も
あ
り
ま
し
た
し
、
逆
に
応
援
の
声

を
掛
け
て
頂
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。
平

時
で
は
な
い
状
況
下
で
、
利
用
者
様
の

生
活
の
質
を
維
持
し
、
一
方
で
職
員
の

負
担
を
慮
る
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
普
段
と
は
違
う
環
境
で
勤
務

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

事
業
所
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど

の
自
衛
消
防
隊
の
活
動
要
領
等
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
決
め
て
い
ま
す

か
？

　
令
和
３
年
度
に
介
護
保
険
制
度
の
改

正
が
あ
り
、
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
お
い
て
、
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
ま
す

が
、
御
社
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
当
施
設
は
、
尼
崎
中
央
病
院
を
母
体

と
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
で
す
。
施
設

内
に
は
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
等

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を

経
験
し
て
お
り
、
そ
こ
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
あ
り
ま
し
た
。

　
と
は
言
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
た
が
故

に
、
政
府
か
ら
の
発
令
を
逐
一
注
視
し

な
が
ら
、
手
探
り
の
中
、
対
策
を
講
じ

て
参
り
ま
し
た
。
基
本
的
な
感
染
対
策

（
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
の
着
用
、
日
々
の
体
調
確
認
、
換

気
、
消
毒
）
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
外

部
と
の
接
触
を
遮
断
（
面
会
制
限
、
実

習
生
の
受
入
中
止
、
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
）、
職
員
の
行
動
制
限
（
食
事
場
所
・

休
憩
場
所
の
固
定
、
対
応
職
員
の
固

定
）、
設
備
面
の
改
善
（
ス
タ
ン
ド
式

検
温
器
・
空
気
清
浄
機
・
ア
ク
リ
ル
板

の
導
入
等
）
な
ど
、
国
や
メ
デ
ィ
ア
か

ら
の
情
報
を
基
に
、各
部
署
連
携
の
上
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
始
め
ま
し

た
か
？

　
日
本
で
初
め
て
感
染
者
が
出
た
頃

（
令
和
２
年
１
月
）
に
は
感
染
対
策
上

必
要
な
消
耗
品
の
整
理
等
を
行
い
、
令

和
２
年
２
月
に
は
感
染
対
策
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
基
本
的
な
感
染
対
策

は
継
続
し
つ
つ
、
世
情
や
感
染
者
数
の

動
向
を
基
に
、
面
会
制
限
を
緩
和
し
た

り
、
研
修
や
実
習
を
リ
モ
ー
ト
で
実
施

Q

　
今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
な
に
わ
ロ
ー

ラ
ン
ド
の
飯
田
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
地
域
社
会
を
担
う
防
火
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ご
活
躍
を
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。

し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
生
活
様
式

に
準
じ
な
が
ら
、
対
策
に
緩
急
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。

様
々
な
制
約
が
か
か
る
中
、
実

際
に
勤
務
し
て
感
じ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
世
界
中
の
皆
さ
ん
が
そ
う
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
戸
惑
い
と
不
安
の

日
々
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
暗

中
模
索
の
ま
ま
、
し
か
し
施
設
の
運
営

は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状

況
の
中
で
、
職
員
は
戸
惑
い
の
連
続

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
利
用
者
様
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
ご
家
族
の
皆
様
も
常
に
不
安
な
思

い
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
不
安
の
一
端
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

　本コーナーでは、令和２年から新型コロナウイ
ルス感染症が拡大し、様々な制約がかかる中、勤
務体制等の問題点や事業所を守るための取り組
み、対策等について広く紹介することで、事業所
間での情報共有や会員相互の連携を図ることを目
的としております。

介
護
老
人
保
健
施
設
な
に
わ
ロ
ー
ラ
ン
ド

事
務
長

飯

田

昌

美

Ｃ
Ｐ
）
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
仕

上
げ
て
い
く
た
め
、
備
蓄
（
保
存
食
）

の
量
と
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、

災
害
時
用
簡
易
ト
イ
レ
を
新
た
に
導
入

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
点

が
多
い
中
で
も
防
災
訓
練
、
消
防
訓
練

は
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
三
密
に
配
慮
し
つ

つ
可
能
な
限
り
通
常
と
お
り
の
訓
練
と

し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
の
連
動
を
意
識
し
た
訓
練

を
心
掛
け
た
結
果
、
感
染
症
対
策
と
自

衛
消
防
活
動
は
両
立
し
て
継
続
で
き
る

と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

「
自
分
た
ち
の
職
場
を
守
る
た

め
に
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
」
は
？

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に
携
わ
り
、
そ
の
上

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対

策
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
正

し
い
決
め
事
を
作
り
正
し
く
守
り
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
各
々
が
自
分
自
身
の
体
調
不
良
に

早
め
に
気
付
い
て
上
司
に
申
告
す
る
、

簡
単
な
こ
と
の
よ
う
で
、
徹
底
し
た
報

連
相
の
風
土
が
な
け
れ
ば
難
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
職
場
を

守
る
た
め
に
、
職
員
の
意
識
に
働
き
か

け
て
、
そ
の
空
気
感
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
、
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本製鉄株式会社　　
関西製鉄所　尼崎地区

笹野　裕志

Q

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

Q

Q

Q
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回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
介
護
老
人
保
健
施
設
な
に
わ
ロ
ー

ラ
ン
ド
の
飯
田
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
地
域
社
会
を
担
う
防
火
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ご
活
躍
を
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。

し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
生
活
様
式

に
準
じ
な
が
ら
、
対
策
に
緩
急
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。

様
々
な
制
約
が
か
か
る
中
、
実

際
に
勤
務
し
て
感
じ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
世
界
中
の
皆
さ
ん
が
そ
う
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
戸
惑
い
と
不
安
の

日
々
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
暗

中
模
索
の
ま
ま
、
し
か
し
施
設
の
運
営

は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状

況
の
中
で
、
職
員
は
戸
惑
い
の
連
続

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
利
用
者
様
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
ご
家
族
の
皆
様
も
常
に
不
安
な
思

い
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
不
安
の
一
端
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

　本コーナーでは、令和２年から新型コロナウイ
ルス感染症が拡大し、様々な制約がかかる中、勤
務体制等の問題点や事業所を守るための取り組
み、対策等について広く紹介することで、事業所
間での情報共有や会員相互の連携を図ることを目
的としております。

介
護
老
人
保
健
施
設
な
に
わ
ロ
ー
ラ
ン
ド

事
務
長

飯

田

昌

美

Ｃ
Ｐ
）
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
仕

上
げ
て
い
く
た
め
、
備
蓄
（
保
存
食
）

の
量
と
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、

災
害
時
用
簡
易
ト
イ
レ
を
新
た
に
導
入

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
点

が
多
い
中
で
も
防
災
訓
練
、
消
防
訓
練

は
感
染
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
三
密
に
配
慮
し
つ

つ
可
能
な
限
り
通
常
と
お
り
の
訓
練
と

し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
の
連
動
を
意
識
し
た
訓
練

を
心
掛
け
た
結
果
、
感
染
症
対
策
と
自

衛
消
防
活
動
は
両
立
し
て
継
続
で
き
る

と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

「
自
分
た
ち
の
職
場
を
守
る
た

め
に
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
」
は
？

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に
携
わ
り
、
そ
の
上

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対

策
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
正

し
い
決
め
事
を
作
り
正
し
く
守
り
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
各
々
が
自
分
自
身
の
体
調
不
良
に

早
め
に
気
付
い
て
上
司
に
申
告
す
る
、

簡
単
な
こ
と
の
よ
う
で
、
徹
底
し
た
報

連
相
の
風
土
が
な
け
れ
ば
難
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
職
場
を

守
る
た
め
に
、
職
員
の
意
識
に
働
き
か

け
て
、
そ
の
空
気
感
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
、
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本製鉄株式会社　　
関西製鉄所　尼崎地区

笹野　裕志

Q

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

防
火
防
災

　
　リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
！

Q

Q

Q
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はんどしぇいく Handshake

　
株
式
会
社
神
戸
マ
ツ
ダ
尼
崎
店
は
、

昭
和
24
年
に
弊
社
の
拠
点
１
号
店
と
し

て
開
業
し
、
創
業
80
周
年
の
令
和
４
年

６
月
に
新
店
舗
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
致
し
ま
し
た
。      

　
当
社
は
５
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ（
５
つ
の
幸

せ
）
御
客
様
、
社
会
・
環
境
、
協
力
者
、

社
員
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
５
つ
の
幸

せ
を
理
念
と
し
、
み
ん
な
に
寄
り
添
い

付
加
価
値
を
提
供
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ

ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
活
動
で
は
異
常
気
象
や
不
測
の

事
態
に
備
え
、
常
日
頃
か
ら
防
災
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
お
り
、
年
２
回
の
各

種
訓
練
（
火
災
・
地
震
・
津
波
・
洪
水
等
）

や
避
難
経
路
の
確
認
に
よ
る
命
を
守
る

行
動
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
施

設
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
お
り
、
店

内
の
御
客
様
だ
け
で
な
く
店
舗
周
辺
で

発
生
し
た
緊
急
事
態
に
も
貢
献
し
ま

す
。

　
こ
の
地
域
に
拠
点
を
置
き
御
仕
事
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
事
に
感
謝
し
、
消

防
局
並
び
に
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を

得
な
が
ら
、「
安
全
」「
安
心
」
な
地
域

づ
く
り
に
貢
献
出
来
る
様
今
後
も
努
め

て
参
り
ま
す
。

尼
崎
市
久
々
知
西
町
２
丁
目
17
番
６
号

電
話
　
０
６
―
６
４
２
７
―
０
５
５
１

株
式
会
社
神
戸
マ
ツ
ダ

尼
崎
店

　
当
社
は
自
動
車
関
連
企
業
を
中
心
に

製
品
の
検
査･

選
別･

修
正･

加
工
業
務

等
を
行
い
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
品
質

と
安
全
を
支
え
る
事
業
を
全
国
に
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
１
９
９
６
年
の
創
業

以
来
、「
社
会
に
安
全
と
安
心
を
提
供

す
る
こ
と
」
を
理
念
に
掲
げ
、
関
西
圏

の
中
核
と
し
て
２
０
１
２
年
に
尼
崎
営

業
所
を
開
設
し
、
お
客
様
の
品
質
に
貢

献
す
べ
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
増

加
す
る
中
、
当
社
で
は
２
０
２
１
年
、

災
害
に
よ
る
人
的･

資
産
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
事
前
対
策
に
つ
い
て
「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
認
定
を
取
得

し
、
さ
ら
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

策
定
を
急
務
と
捉
え
、
事
業
の
復
旧･

継
続
の
指
針
策
定
も
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
尼
崎
営
業
所
で
は
、
地
域
住
民

の
方
や
ご
来
社
の
お
客
様
及
び
従
業
員

に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
の
救

命
器
具
と
し
て
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
が
有
事
の
際
に
混
乱
す
る
こ
と

な
く
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る「
自

助
」
力
を
高
め
、
自
社
事
業
の
復
旧･

継
続
と
共
に
地
域
に
お
け
る
「
共
助
」

の
一
端
を
担
う
企
業
と
し
て
、
地
域
社

会
の
安
心
安
全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
今

後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

尼
崎
市
額
田
町
17
―
１

　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ト
ー
福
２
F

電
話
　
０
６
―
６
４
９
２
―
７
０
０
０

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク

尼
崎
営
業
所
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生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
は
生

協
の
父
・
賀
川
豊
彦
の
指
導
の
も
と
、

１
９
２
１
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
１
人

で
は
で
き
な
い
事
で
も
、
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
て
、
願
い
や
夢
を
か
た
ち
に

す
る
。
コ
ー
プ
こ
う
べ
は「
愛
と
協
同
」

の
精
神
を
原
点
に
組
合
員
や
地
域
の
く

ら
し
を
支
え
、
豊
か
に
す
る
事
業
や
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
コ
ー
プ
こ
う
べ
は
、
兵
庫
県
内

（
大
阪
一
部
地
域
）
に
お
い
て
、
組
合

員
数
約
１
７
４
万
人
の
全
国
で
は
有
数

の
大
き
な
組
合
員
組
織
で
す
。

　
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え

ば
、
皆
さ
ん
は
何
を
浮
か
べ
ま
す
か
？

そ
の
様
な
質
問
に
対
し
て
皆
さ
ん
は
宅

配
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
ぶ
方
が
多
い
か

と
存
じ
ま
す
。

　
宅
配
の
歴
史
は
、
１
９
２
１
年
組
合

員
の
自
宅
を
１
軒
１
軒
訪
ね
て
歩
く

「
御
用
聞
き
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
街
中
を
走
り
必
要
な
も
の
を

聞
い
て
回
る
姿
か
ら
、「
購
買
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
宅
配
事
業
は
現
在
、
自
宅
ま
で
届
け

る
「
個
人
宅
配
」
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
る

場
所
に
届
け
る「
協
同
購
入
グ
ル
ー
プ
」

注
文
し
た
商
品
を
お
店
で
受
け
取
る

「
め
ー
む
ひ
ろ
ば
」
の
３
つ
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

　
店
舗
事
業
は
、
１
９
３
１
年
に
セ
ミ

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
式
の
店
舗
を
芦
屋
に

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
今
日

ま
で
に
１
４
０
店
舗
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
店
舗
が
提
案
す

る
の
は
、
穏
や
か
な
健
康
生
活
。
く
ら

し
の
真
ん
中
に
あ
る
「
食
」
を
中
心
に

組
合
員
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
コ
ー
プ
塚
口
は
、

１
９
６
８
年
５
月
３
日
に
開
設
以
来
、

54
年
以
上
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
当
店
に
関
す
る

最
近
の
話
題
と
い
え
ば
、「
て
ま
え
ど

り
」
が
２
０
２
２
年
の
新
語
・
流
行
語

大
賞
ト
ッ
プ
10
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で

す
。「
て
ま
え
ど
り
」
と
は
、
商
品
棚

の
手
前
に
あ
る
値
引
き
商
品
や
、
販
売

期
限
に
迫
っ
た
商
品
の
積
極
的
な
購
入

「
て
ま
え
ど
り
」
を
行
う
こ
と
で
、
販

売
期
限
切
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
食
品

ロ
ス
削
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実

は
こ
の
「
て
ま
え
ど
り
」
は
、
コ
ー
プ

塚
口
の
組
合
員
活
動
か
ら
誕
生
し
ま
し

た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
観
点
か
ら
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
「
て
ま
え
ど
り
」
を
お
買

い
物
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
プ
塚
口
は
、
地
域

の
く
ら
し
の
安
全
安
心
の
拠
点
と
し
て

歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

コ
ー
プ
塚
口

　
　

　
　
　店
長

山
田

皓
貴

ず
い
そ
う

「
た
す
け
あ
い
・
安
全
・
安
心
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　拠
点
で
あ
る
た
め
に

「
た
す
け
あ
い
・
安
全
・
安
心
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　拠
点
で
あ
る
た
め
に
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